
書式第 9号

令和5年度  事 業 報 告 書
令和5年 4月 1日 から令 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 国際人材開発促
1 事業の成果
特定非営利団体の国際人材開発促進会の活動は21周年になります。日本と中国の間の交流、交流の場と
の提供、経験豊かな日本の中高齢者の再活用による中国農業、会社経営、社会福祉教育などの近代化に

する事業を行うなど、世界の平和・発展に寄与したいと願っています。さらに、両国の文化交流の推

に、よリー層貢献したいと考えています。前年度の活動成果を踏まえて、国際化に対応出来る人材を中国、

日本両国で育成するため、関係団体との協力により、その基盤造りをしました。なかでも医療や、福祉や、

会教育の分野で、国際協力の役割を担うことができる人材を育成するための協議交換を重ねてきました。

和4年度の主な活動として、マグネシュウムバッテリーの技術を導入することにつて活動しました。日

化交流のイベントに協力、参加しました。老人ホーム開発するため、協力しました。来日中国人の医療

康診断に協力し、通訳者の派遣により、健康事業の展開も推進中です。
2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業
2023年度活動記録は下記の通りです。
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月 15日
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月 12日

月3日

月5日

月9日

/5日 NPO寄附金導入さ

/9遼陽恩琵欧鉄新能源
限公司へ出張した。
/10遼陽恩琵欧鉄新能源
限公司の口座開通。
/11恩琵欧民宿康赤声
基地を視察した。
/14NPO健康養生の民宿

/15NPO健恰居の建設地
地作業を指示。
/16ⅣO GЮr大 規模

/17民宿の資金調達を決め

/18NPO科学技術団地の
を企画した、現地視察、
び資産明細の確認 を
た。内装工事の人材派遣
た。
/19NPO事務所の内装工

/21中 国NPO事務所の九
を測量した。
22日 ⅣO資金調の手続

/15日 人材育成の企画を

/18日 老人ホームの運営
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7人

3人

7人

2人

6人

2人

5人

5人

5人

5人

7人

5人

7人

3人

2人
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特定多数

特定多数

特定多数

特定多数

特定多数

不特定多数

特定多数

特定多数

不特定多数

特定多数

7月 25日

月31日

月 1日

月 13日

月 15日

月26日

月27日

月 9日

月31日

月 5日

月20日

月26日

月27日

月 30日

月28日

月8日

京～中国

中国

東京

日本

日本

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

展有限公司を設立した。

/1日 令和 3年度NPO事業

6/13日 マグネシウムエネ
レギー基金を調達すること
について、打ち合わせを
た。

/15日 MG電池の燃料を輸

援した。

6/25日 PO会館建設土地

/26日 日本料理店につし
て打ち合わせをした。

/27日 NPOITSは 図書 の寄

6/28日 マグネシウム電池

み立て工場を決めた。

/8日 四川省人工温泉度

/9日 NPO会館建設土地の

/18日 PO会館を建設する

7/20日 老人ホームの建設 と

/5日 四川省健康健康食品

の建設企画 した。

/20日 マグネシウム電池
立て工場を整備 した。

/26日 恩琵欧健康食品 (

)有限公司を設立。

/27日 マグネシウム電池
の輸入を企画した。

/30日 マグネシウム電池

のため、中国へ渡航。

察をした。

をした。

の企画をした。

を決定した。

を企画した。

営を企画した。

5/31日

書の提出した。
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4人

2人

2人

3人

3人

3人

5人

5人

5人

2人

5人

5人

2人

/1大連恩琵欧事業の活動

/5遼陽恩琵欧活動基地の

/10鉄嶺恩琵欧の土地取

/15NPO法人の活動の展開

/20マ グネシウム資源の

/30日 中文化交流のミー

ィングを開いた。
10/5日 一般社団法人マグ

シウムエネルギー基金協

を支援した。
10/15日 中国の会社の役員

10/20通 田恩琵欧候新能源

限公司日座開く

10/31中 国の会社を訪問して

た。

l1/5成田空港から藩陽ヘ

11/13通 田恩琵欧候新能源

l1/18藩 陽から成田空港

11/20迂旧恩琵欧僕新能源

限公司の整備。

11/25Ⅳ O活動のため、資

11/27マ グネシウムエネル

ー資源を確保した。

11/30マ グネシウム電池の

産企画。

12/4マ グネシウム電池自

12/8マ グネシウム電池日

工場設置する予定。
12/11マ グネシウム電池の自

12/15マ グネシウム電池の

量生産予定。

12/25マ グネシウム電池の

12/28函館市鹿部町の経済

12/30NPO活 動のレス トラ

産業有限公司を設立

た。

1/18日 声西恩琵欧方僕新

有限公司を設立 した。

の確保。

整備の許可。

議を実施済み。

を作成した。

をしました。

出席した。

動

公司の回座。

動。

達作業した。

の開発成功。

車を販売開始。

資金調達。

のため、会議。

年
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12/16北海道エネルギー開
発の協力。

12/20マ グネシウム電池の
資源輸入会議。

12/25マ グネシウム電池の
資源資金調達。

12/28函館市鹿部町の経済
振興のため、会議。

ぼ製『
0活動のレストラ¬

1/5ⅣO活動の新年会パーテ

イー。

/6成 田空港から中国工場
視察へ渡航。

1/10マグネシウム電池の生
産拠点の視察。
1/15マグネシウム電池の生
産設備の予算。

Fだ言全|「
―ムの建設地を

L/20NPO活動の新年企画会
1議を開く予定。

12月 16日

12月 20日

12月 25日

12月 28日

12月 30日

1月 5月

1月 6日

1月 10日

1月 15日

1月 18日

1月 20日

東京

東京

中国

東京

東京

東京

中国

東京

中国

中国

中国

東京

3人

8人

2人

5人

10人

2人

2人

3人
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3人
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不特定多数

1不特定多数
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100



材 、
■Iゴ=、 そχ 日

交流事業

月 17日

月 18日

月24日

月25日

2人

2人

2人
2人

2人

特定多数

特定多数

特定多数

特定多数

特定多数

中国から日本に健康診断
けるお客様の通訳を担当
した。

10月 23日 、24日 に戸田中
合健康管理センターで

3人

3人

特定多数

不特定多数

10人 特定多数

特定多数

3人 特定多数

10人 特定多数

東京

特定多数

特定多数

中国 2人

特定多数

中国
3人 特定多数

10人 特定多数

中国

中国

不特定多数

15人

特定多数

10人

中国 特定多数

中国 10人 特定多数

中国 5人 特定多数

中国

中国

戸 田

戸 田10月 23日
10月 24日

5月 27日

2月 20日

2月 25日

月5日

月 10日

月 15日

国の客様に健診通訳を担当
しました。

11月 24日 に日中平和友好 11月 24日 東京

締結45周年記念コンサ
卜に参加し、寄付した。

中国から日本に健康診断 12月 27日
けるお客様の通訳を担

35

戸 田

した。

1/22日 中友好45周年.日 タイ 1月 22日
好 130周年第26周年キシヨ

国際交流音楽会に参加 し、

演しました。

/5マグネシウム電池の生 月 5日

月 10日

備の見積。

/10マ グネシウム電池の
設備の仕入。
2月 19日 に中国から日本 l

康診断を受けるお客様
月25日

通訳を担当した。

人

人

戸 田

/20マ グネシウム電池の
点の内装工事。

/25日 中文化交流のミーテ

ィングを開いた。

/1NPO活動の内モンゴル 月 1日
支部を開発した。

/5NPO活動のミッション

/10NPO活動のイノベ
ョ ン 。

/15NPO活動の新規事業

=。

3/31NPO活動の新年度に
る準備済み。

31日



海外事業部、新能源事業部
中国の活動を開発中。

4月 1日 から 東京、中国 3人 不特定多数 8600

(2)その他の事業
実施せず



書式第 12号 (法第 28条関係)

令和5年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

令和5年 4月 1日 から令和6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人国際人材開発促

科 目 金 額  (単位 : )

2,520,OC,C

6,6(X,()()0

9,120,000

9,120,000

35,000

285,000

200,000

8,600,000

1会

:言評

収

3:器:11ち:法人躙 ,∞0

3 :補助金等収入

地方公共団体補助金収入

民間助成金収入

海外活動協力金収入6,6()0,000

11事業費
(2)人材、文化、教育等の交流事業

(3)日 本と中国両国における人材開発事業のた
の情報収集及び情報交換事業

(6)日 本と中国の交流のための普及啓発事業

次期繰越収支差額 (A)― (B)+(C)

当期支出合計 (B)

当期収支差額 (A)― (B)

前期繰越収支差額 (C)

2 事業収

当期収入合計 (A)

収 入 合 計 (A)

4 寄付金収入

5 その他収入

I 収入の部

Π 支出の部

2 管理費
役員報酬費

事務局人件費

什器備品費

高熱水費



書式第 12号 (法第 28条関係 )

令和5年度その他の事業会計収支計算書

令和5年 4月 1日 から令和6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人国際

科 目 金 額  位 :円 )

I 収入の部

1 会費・入会金収入
入会金収入

会費収入

2 事業収入

3 '補助金等収入

地方公共団体補助金収入

民間助成金収入

4 寄付金収入

5 その他収入
利息収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (A)

Ⅱ 支出の部

1 事業費

2 管理費

3 予備費
予備費

当期支出合計 (B)

当期収支差額 (A)― (B)

前期繰越収支差額 (C)

次期繰越収支差額 (A)― (B)+(C)



書式第 11号 (法第 28条関係 )

今和5年度特定ヨト営利活動に係る会計貸借対照表

令和6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人国際人材開発促進会

金 額   (単位 :円 )日
【科

ｎ

）

ｎ
）

ｎ

）

　

（
Ｕ

負債及び正味財産合計

正味財産合計

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

2 固定資産
土地

建物

車両運搬具

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

資産の部

1 流動資産
現金預金

未収入金



書式第 11号 (法第28条関係)

令和5年度その他の事業会計貸借対照表

令和6年 3月 31日 現在    111li暑
特定非営利活動法人国際人材開発促進

科
日

】 金 額   (単位 :円 )

ｎ

）

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

負債及び正味財産合計

固 定 資 産 合 計

1

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

正味財産合計

2 固定資産
土地

建物

車両運搬具

資産の部

流動資産

現金預金

未収入金

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金

預り金

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

債  合  計



書式 10号 (規則第 11条関係)

令和5年度特定非営利活動に係る会計財産目録

令和6年 3月 31日     1
特定非営利活動法人国際人

科
ハ
コに 額   (単位 :円 )

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

現金

普通預金

未収入金

未収会費

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
土地

建物

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
短期借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

ｎ
）

ｎ

）

ハ
υ

ｎ

一

ｎ

）

ｎ
）

ｎ
Ｕ

ｎ

ｕ

ｎ

）



書式 10号 (規則第 11条関係)

令和5年度その他の事業会計財産目録

令和6年 3月 31日

特定非営利活動法人国

科 金 額   (単位 :円 )

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

現金

普通預金

未収入金

未収会費

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
土地

建物

車両運搬具

固 定

資  産

資 産 合 計

合  計

I 負債の部
1 流動負債
短期借入金

預り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正   味   財 産

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ
ｎ
）

ｎ

ｖ

ｎ

）

ｎ
）

ｎ

ｖ

ｎ

〕

□



書式第 13号

令和 5年度 役員名簿及び
役員のうち報酬を受けたことがある者の名簿

今和 5年 4月 1日 から0和 6年 3月 31日 まで

特定ヨト営利活動法人国際人材開発促通

役 名 氏   名 就任期間
報酬を受けた

期 間 (今和 5年
分)

理  事
(ホ ウ

方

センリ)

川利
今和 5年 4月 1日～

今和 6年3月 31日

事ワ‐
|ヽし

理  事
(フ ウ ヨケン )

封 玉泉
今和 5年 4月 1日
～和 6年3月 31日

な し

理  事

( キ ミシマ

君島

ノボル)

登

今和 5年4月 1日～

0和 6年 3月 31日
な し

理  事
(ト ウ

柊

カガ )

嘉賀

今和 5年4月 1日～

今和 6年 3月 31日 方ヴ

tヒ

監  事
(ホ ウ

方

力 )

華

今和 5年4月 1日～

今和 6年3月 31日
な し

監  事
(ト ウ

社

エイエイ )

英緬

0和 5年4月 1日～
今和 6年3月 31日

″チ

掌し



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

名称

代表

電話

フ ア

所在地 東京都板橋区中丸町55番3-802号 ジュウエル城西
1  特定非営利活動法人国際人材開発促進

者氏名   方 川利

番号      03-5986-1808
クシミリ番号  03-5986-1808

令和5年度社員のうち10人以上の者の名簿

和5年4月 1日 から令和6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 国際人材開発促進会

氏    名

方 川利

襲 雲波

惨 嘉賀

酒巻 由美

李秀沐

山田 永秀

李晩秋

雨郷

胡 逸飛

林 深雪



紅凌

宋 紅雨

辛 麗沐

陳 芳

安 暁銘

アツマ  キミコ

有馬 喜美子
 

人木 澤奏子

坂本 錦子

ホウヨ

呉 邦余

     

徐 剣影

侍 静鯛

羹 臣

楊 翰

石原 春香

張 潔



社 英穎

~~

蘇 小雲

林 霞

玉泉

佐藤 愛




